
JP 2008-5337 A5 2009.8.6

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年8月6日(2009.8.6)
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【手続補正書】
【提出日】平成21年6月23日(2009.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像の絵柄の複雑さに応じて量子化特性を変更させながら符号量制御を行う画像符
号化装置であって、
　入力画像データを量子化する量子化手段と、
　前記入力画像データに係る画像の変化率を算出する変化率算出手段と、
　前記変化率算出手段によって算出された画像の変化率に応じて、前記入力画像データに
おける符号化対象フレームに適した平均アクティビティを予測する予測手段と、
　前記予測手段により予測された平均アクティビティの予測値を用いてアクティビティの
正規化を行う正規化手段と、
　前記正規化手段によって正規化されたアクティビティに基いて前記量子化手段における
量子化処理を制御する量子化制御手段とを有することを特徴とする画像符号化装置。
【請求項２】
　前記変化率算出手段は、前記符号化対象フレームと以前に入力されたフレームと間の変
化率を算出し、
　前記予測手段は、前記変化率算出手段によって算出された変化率と、前記符号化対象フ
レームよりも符号化順で所定数前の符号化済フレームの平均アクティビティとに応じて、
前記符号化対象フレームに適した平均アクティビティを予測することを特徴とする請求項
１に記載の画像符号化装置。
【請求項３】
　前記変化率算出手段は、フレーム内の画素値の分散値を算出する分散値算出手段を備え
、
　前記変化率算出手段は、前記分散値算出手段によって算出された複数フレーム間の分散
値の変化に基いて、前記画像の変化率を算出することを特徴とする請求項１に記載の画像
符号化装置。
【請求項４】
　前記変化率算出手段は、前記符号化対象フレームの分散値と、前記予測手段が予測する
ときに参照する参照フレームの分散値とに基いて、前記画像の変化率を算出することを特
徴とする請求項３に記載の画像符号化装置。
【請求項５】
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　前記予測手段は、前記符号化対象フレームの分散値が、前記参照フレームの分散値より
も小さいときは、前記符号化対象フレームの平均アクティビティの予測値を、前記参照フ
レームの平均アクティビティよりも小さくすることを特徴とする請求項４に記載の画像符
号化装置。
【請求項６】
　前記予測手段は、前記符号化対象フレームの分散値が、前記参照フレームの分散値より
も大きいときは、前記符号化対象フレームの平均アクティビティの予測値を、前記参照フ
レームの平均アクティビティよりも大きくすることを特徴とする請求項４に記載の画像符
号化装置。
【請求項７】
　前記予測手段は、前記符号化対象フレームの分散値と、前記参照フレームの分散値とが
同じであるときは、前記符号化対象フレームの平均アクティビティの予測値を、前記参照
フレームの平均アクティビティとすることを特徴とする請求項４に記載の画像符号化装置
。
【請求項８】
　前記予測手段は、分散値の変化が予め定められた閾値以下である場合は、前記符号化対
象フレームの平均アクティビティの予測値を、前記参照フレームの平均アクティビティと
することを特徴とする請求項７に記載の画像符号化装置。
【請求項９】
　前記予測手段は、前記符号化対象フレームと以前に入力されたフレームとの相関性に応
じて、前記参照フレームを変更することを特徴とする請求項４に記載の画像符号化装置。
【請求項１０】
　前記予測手段は、前記符号化対象フレームよりも符号化順で少なくとも１フレーム前の
符号化済フレームの平均アクティビティに応じて、前記符号化対象フレームの平均アクテ
ィビティを予測することを特徴とする請求項９に記載の画像符号化装置。
【請求項１１】
　前記符号化対象フレームと当該符号化対象フレームの１つ前のフレームとの分散値の差
が予め定められた閾値以上で、かつ、前記符号化対象フレームと当該符号化対象フレーム
より少なくとも２つ前のフレームとの分散値の差が前記予め定められた閾値以下である場
合、前記予測手段は、前記符号化対象フレームの分散値との差が小さい分散値を有する少
なくとも２つ前のフレームの平均アクティビティを、当該符号化対象フレームの平均アク
ティビティの予測値とすることを特徴とする請求項１０に記載の画像符号化装置。
【請求項１２】
　入力画像の絵柄の複雑さに応じて量子化特性を変更させながら符号量制御を行う画像符
号化装置であって、
　入力画像データに含まれるフレームを複数の画像ブロックに分割するブロック分割手段
と、
　前記ブロック分割手段によって分割される画像ブロック毎に画像データを量子化する量
子化手段と、
　前記ブロック分割手段によって分割される画像ブロック毎に画像の変化率を算出する変
化率算出手段と、
　前記変化率算出手段によって算出された画像ブロック毎の変化率に応じて、符号化対象
の画像ブロックに適した平均アクティビティを予測する予測手段と、
　前記予測手段により予測された平均アクティビティの予測値を用いてアクティビティの
正規化を行う正規化手段と、
　前記正規化手段によって正規化されたアクティビティに基いて前記量子化手段における
前記符号化対象の画像ブロックの量子化処理を制御する量子化制御手段とを有することを
特徴とする画像符号化装置。
【請求項１３】
　前記ブロック分割手段によって分割される画像ブロックはマクロブロックであることを
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特徴とする請求項１２に記載の画像符号化装置。
【請求項１４】
　入力画像の絵柄の複雑さに応じて量子化特性を変更させながら符号量制御を行う画像符
号化方法であって、
　入力画像データを量子化する量子化工程と、
　前記入力画像データに係る画像の変化率を算出する変化率算出工程と、
　前記変化率算出工程において算出された画像の変化率に応じて、前記入力画像データに
おける符号化対象フレームに適した平均アクティビティを予測する予測工程と、
　前記予測工程において予測された平均アクティビティの予測値を用いてアクティビティ
の正規化を行う正規化工程と、
　前記正規化工程において正規化されたアクティビティに基いて前記量子化工程における
量子化処理を制御する量子化制御工程とを有することを特徴とする画像符号化方法。
【請求項１５】
　入力画像の絵柄の複雑さに応じて量子化特性を変更させながら符号量制御を行う画像符
号化方法であって、
　入力画像データに含まれるフレームを複数の画像ブロックに分割するブロック分割工程
と、
　前記ブロック分割工程において分割される画像ブロック毎に画像データを量子化する量
子化工程と、
　前記ブロック分割工程において分割される画像ブロック毎に画像の変化率を算出する変
化率算出工程と、
　前記変化率算出工程において算出された画像ブロック毎の変化率に応じて、符号化対象
の画像ブロックに適した平均アクティビティを予測する予測工程と、
　前記予測工程において予測された平均アクティビティの予測値を用いてアクティビティ
の正規化を行う正規化工程と、
　前記正規化工程において正規化されたアクティビティに基いて前記量子化工程における
前記符号化対象の画像ブロックの量子化処理を制御する量子化制御工程とを有することを
特徴とする画像符号化方法。
【請求項１６】
　入力画像の絵柄の複雑さに応じて量子化特性を変更させながら符号量制御を行う画像符
号化の各工程をコンピュータに実行させるプログラムであって、
　入力画像データを量子化する量子化工程と、
　前記入力画像データに係る画像の変化率を算出する変化率算出工程と、
　前記変化率算出工程において算出された画像の変化率に応じて、前記入力画像データに
おける符号化対象フレームに適した平均アクティビティを予測する予測工程と、
　前記予測工程において予測された平均アクティビティの予測値を用いてアクティビティ
の正規化を行う正規化工程と、
　前記正規化工程において正規化されたアクティビティに基いて前記量子化工程における
量子化処理を制御する量子化制御工程とをコンピュータに実行させることを特徴とするプ
ログラム。
【請求項１７】
　入力画像の絵柄の複雑さに応じて量子化特性を変更させながら符号量制御を行う画像符
号化の各工程をコンピュータに実行させるプログラムであって、
　入力画像データに含まれるフレームを複数の画像ブロックに分割するブロック分割工程
と、
　前記ブロック分割工程において分割される画像ブロック毎に画像データを量子化する量
子化工程と、
　前記ブロック分割工程において分割される画像ブロック毎に画像の変化率を算出する変
化率算出工程と、
　前記変化率算出工程において算出された画像ブロック毎の変化率に応じて、符号化対象
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の画像ブロックに適した平均アクティビティを予測する予測工程と、
　前記予測工程において予測された平均アクティビティの予測値を用いてアクティビティ
の正規化を行う正規化工程と、
　前記正規化工程において正規化されたアクティビティに基いて前記量子化工程における
前記符号化対象の画像ブロックの量子化処理を制御する量子化制御工程とをコンピュータ
に実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項１８】
　請求項１６または１７に記載のプログラムを記録したことを特徴とするコンピュータ読
み取り可能な記録媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明の画像符号化装置は、入力画像の絵柄の複雑さに応じて量子化特性を変更させな
がら符号量制御を行う画像符号化装置であって、入力画像データを量子化する量子化手段
と、前記入力画像データに係る画像の変化率を算出する変化率算出手段と、前記変化率算
出手段によって算出された画像の変化率に応じて、前記入力画像データにおける符号化対
象フレームに適した平均アクティビティを予測する予測手段と、前記予測手段により予測
された平均アクティビティの予測値を用いてアクティビティの正規化を行う正規化手段と
、前記正規化手段によって正規化されたアクティビティに基いて前記量子化手段における
量子化処理を制御する量子化制御手段とを有することを特徴とする。
　また、本発明の画像符号化装置の他の特徴とするところは、入力画像の絵柄の複雑さに
応じて量子化特性を変更させながら符号量制御を行う画像符号化装置であって、入力画像
データに含まれるフレームを複数の画像ブロックに分割するブロック分割手段と、前記ブ
ロック分割手段によって分割される画像ブロック毎に画像データを量子化する量子化手段
と、前記ブロック分割手段によって分割される画像ブロック毎に画像の変化率を算出する
変化率算出手段と、前記変化率算出手段によって算出された画像ブロック毎の変化率に応
じて、符号化対象の画像ブロックに適した平均アクティビティを予測する予測手段と、前
記予測手段により予測された平均アクティビティの予測値を用いてアクティビティの正規
化を行う正規化手段と、前記正規化手段によって正規化されたアクティビティに基いて前
記量子化手段における前記符号化対象の画像ブロックの量子化処理を制御する量子化制御
手段とを有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明の画像符号化方法は、入力画像の絵柄の複雑さに応じて量子化特性を変更させな
がら符号量制御を行う画像符号化方法であって、入力画像データを量子化する量子化工程
と、前記入力画像データに係る画像の変化率を算出する変化率算出工程と、前記変化率算
出工程において算出された画像の変化率に応じて、前記入力画像データにおける符号化対
象フレームに適した平均アクティビティを予測する予測工程と、前記予測工程において予
測された平均アクティビティの予測値を用いてアクティビティの正規化を行う正規化工程
と、前記正規化工程において正規化されたアクティビティに基いて前記量子化工程におけ
る量子化処理を制御する量子化制御工程とを有することを特徴とする。
　また、本発明の画像符号化方法の他の特徴とするところは、入力画像の絵柄の複雑さに
応じて量子化特性を変更させながら符号量制御を行う画像符号化方法であって、入力画像
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データに含まれるフレームを複数の画像ブロックに分割するブロック分割工程と、前記ブ
ロック分割工程において分割される画像ブロック毎に画像データを量子化する量子化工程
と、
　前記ブロック分割工程において分割される画像ブロック毎に画像の変化率を算出する変
化率算出工程と、前記変化率算出工程において算出された画像ブロック毎の変化率に応じ
て、符号化対象の画像ブロックに適した平均アクティビティを予測する予測工程と、前記
予測工程において予測された平均アクティビティの予測値を用いてアクティビティの正規
化を行う正規化工程と、前記正規化工程において正規化されたアクティビティに基いて前
記量子化工程における前記符号化対象の画像ブロックの量子化処理を制御する量子化制御
工程とを有することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明のプログラムは、入力画像の絵柄の複雑さに応じて量子化特性を変更させながら
符号量制御を行う画像符号化の各工程をコンピュータに実行させるプログラムであって、
入力画像データを量子化する量子化工程と、前記入力画像データに係る画像の変化率を算
出する変化率算出工程と、前記変化率算出工程において算出された画像の変化率に応じて
、前記入力画像データにおける符号化対象フレームに適した平均アクティビティを予測す
る予測工程と、前記予測工程において予測された平均アクティビティの予測値を用いてア
クティビティの正規化を行う正規化工程と、前記正規化工程において正規化されたアクテ
ィビティに基いて前記量子化工程における量子化処理を制御する量子化制御工程とをコン
ピュータに実行させることを特徴とする。
　また、本発明のプログラムの他の特徴とするところは、入力画像の絵柄の複雑さに応じ
て量子化特性を変更させながら符号量制御を行う画像符号化の各工程をコンピュータに実
行させるプログラムであって、入力画像データに含まれるフレームを複数の画像ブロック
に分割するブロック分割工程と、前記ブロック分割工程において分割される画像ブロック
毎に画像データを量子化する量子化工程と、前記ブロック分割工程において分割される画
像ブロック毎に画像の変化率を算出する変化率算出工程と、前記変化率算出工程において
算出された画像ブロック毎の変化率に応じて、符号化対象の画像ブロックに適した平均ア
クティビティを予測する予測工程と、前記予測工程において予測された平均アクティビテ
ィの予測値を用いてアクティビティの正規化を行う正規化工程と、前記正規化工程におい
て正規化されたアクティビティに基いて前記量子化工程における前記符号化対象の画像ブ
ロックの量子化処理を制御する量子化制御工程とをコンピュータに実行させることを特徴
とする。
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